












要約 

未熟児網膜症の重症度に施設間の差があるか,また,あるとしたらどのような要因が重要で

あるかについて,岡山,日赤,昭和の 3 施設間で,網膜症重症度,重症化の要因につき比較検

討した。 

①網膜症重症度に施設間の差異を認め,岡山が最も軽症例が多く,日赤≧昭和であった。 

②網膜症悪化要因として,入院前の挿管および搬送中の酸素管理が重要であった。 

③また,交換輸血,敗血症および脳室内出血の合併,特に交換輸血と敗血症が重要な悪化要

因であると考えられた。 

④未熟性や RDS の合併も非常に重要な要因であるが,これらは内的要因である。 

⑤今回の検討では,酸素投与期間,輸液量,輸血および PDA の合併と重症度との間に関係を

認めなかった。 

以上,未熟性が網膜症悪化の要因であることはいうまでもないが,網膜への酸素供給の大幅

増加をもたらす外的要因および網膜血管の大きな血流変化をもたらすと考えられる外的要

因がより重要な原因であり,これらがまた施設間の網膜症重症度の差になっているものと

思われた。 


